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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

男
女
で
役
割
分
担
が
、
な
ん
と
な
く
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
な
ん
て
い
う
で
し
ょ
う
？

①
流
動
的
性
別
役
割
分
担　

②
恒
常
的
性
別
役
割
分
担　

③
固
定
的
性
別
役
割
分
担

問
3

下
野
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
文
化
課

市役所新庁舎と下野国分寺七重塔の比較

約60ｍ

約20ｍ

新
・

下
野
市
風
土
記

新・下野市風土記

30

小
学
六
年
生
と
学
ぶ
こ
と

30

平
成
二
十
七
年
四
月
に
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

が
県
か
ら
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の
二
か
年
で
、

五
千
人
以
上
の
小
学
六
年
生
が
資
料
館
と
下
野
国
分
寺
跡
・

古
墳
な
ど
の
見
学
に
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月

に
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
も
展
示
室
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
県
内
全
域
の
旧
石
器
～
室
町
時
代
頃
ま
で
の
通

史
的
な
見
学
が
で
き
ま
す
。
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、

古
墳
時
代
の
「
毛
野
国
・
那
須
国
」
か
ら
奈
良
・
平
安
時

代
の「
下
野
国
」に
関
し
て
の
代
表
的
な
古
墳
や
下
野
国
府
、

国
分
寺
・
尼
寺
、
下
野
薬
師
寺
な
ど
に
つ
い
て
、
少
し
詳

し
く
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
市
内
の

児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
内
の
豊
富
な
調
査
履
歴
を
参
考

に
当
市
は
安
全
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
古
い
記
録
に
は
、
竜
巻
や
降　

 
ひ
ょ
う雹

、
昨
年
九

月
の
水
害
の
よ
う
な
被
害
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は

す
ぐ
に
先
生
方
の
指
示
に
従
い
安
全
に
避
難
す
る
よ
う
話

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
分
寺
の
七
重
の
塔
は
、
新
庁
舎
（
四
階

建
て
、
高
さ
約
二
十
㍍
）
を
三
つ
重
ね
た
高
さ
と
説
明
す

る
と
皆
さ
ん
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
四
千
人
以
上
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
二

つ
の
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
歴
史
は
面
白
い
で
す

か
？
」（
あ
え
て
勉
強
と
は
聞
き
ま
せ
ん
）。
こ
の
問
い
に

約
七
割
の
皆
さ
ん
が
面
白
い
と
答
え
て
く
れ
ま
す
。
関
連

し
て
「
で
は
な
ぜ
？
」
と
再
質
問
。「
知
ら
な
い
人
た
ち
の

こ
と
や
昔
の
暮
ら
し
な
ど
が
わ
か
っ
て
面
白
い
」
と
の
回

答
。
六
年
生
は
五
月
頃
古
墳
時
代
、
六
月
に
奈
良
時
代
の

学
習
に
入
る
よ
う
な
進
み
具
合
で
す
。
児
童
た
ち
は
教
科

書
で
学
習
し
た
古
墳
が
身
近
に
あ
り
、
見
学
で
古
墳
に
の

ぼ
り
、
い
か
に
大
き
い
か
を
体
感
し
ま
す
。
し
か
し
、
県

内
最
大
の
古
墳
で
も
日
本
で
一
番
大
き
い
大
仙
（
山
）
古

墳（
伝
仁
徳
天
皇
陵
）は
更
に
四
倍
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
、

日
本
中
に
は
約
十
六
万
基
の
古
墳
が
造
ら
れ
、
前
方
後
円

墳
は
約
四
千
基
造
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、北
海
道・青
森
県・

秋
田
県
・
沖
縄
県
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な

い（
見
つ
か
る
と
歴
史
が
変
わ
り
ま
す
）こ
と
、約
百
年
前
、

県
内
に
は
約
七
千
基
（
近
年
の
研
究
で
は
約
六
千
三
百
基
）

の
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
、
市
内
に
は
二
百
基
（
把
握
さ
れ

て
い
る
数
、
未
確
認
は
相
当
数
）
以
上
あ
る
こ
と
や
な
ぜ

前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
た
の
か
な
ど
の
お
話
を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
奈
良
時
代
に
は
、
十
七
歳
以
上
の
男
子
数
人

に
一
人
は
、
下
野
国
府
（
栃
木
市
）
か
ら
税
と
し
て
の
米

を
背
負
っ
て
平
城
京
ま
で
三
十
数
日
間
で
行
く
と
決
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
四
人
に
一
人
程
度
の
割
合
で
、
九

州
ま
で
防
人
と
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

国
分
寺
・
尼
寺
は
現
在
に
例
え
る
と
大
学
に
類
す
る
機
関

で
、
土
木
技
術
や
医
療
・
薬
学
・
暦
・
農
業
な
ど
の
知
識

を
持
っ
た
お
坊
さ
ん
が
配
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
質
問
「
な
ぜ
六
年
生
に
な
る
と
日
本
の
歴
史

に
つ
い
て
学
習
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」。
こ
の
質
問
に
対
す

る
答
え
は
様
々
で
す
。
筆
者
も
大
学
で
「
な
ぜ
歴
史
の
勉

強
を
す
る
の
か
」・「
歴
史
と
は
何
か
」
と
の
問
い
が
あ
り

ま
し
た
。
模
範
的
回
答
の
一
つ
は
「
温
故
知
新
」
で
す
。

さ
ら
に
「
こ
れ
ま
で
人
類
が
起
こ
し
て
き
た
過
ち
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
」
と
広
島
の
記
念
碑
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
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